
宇宙宇宙宇宙宇宙にもうひとつのにもうひとつのにもうひとつのにもうひとつの「「「「イナガワイナガワイナガワイナガワ」」」」がががが誕生誕生誕生誕生

小惑星小惑星小惑星小惑星「「「「イナガワイナガワイナガワイナガワ」」」」のののの命名命名命名命名
　国際天文学連合（ＩＡＵ）は、８月６日付け『天文回
報』（ＭＰＣ）で新小惑星の命名を公表しました。そ
の中の１つが、我が町、猪名川町の名前をとって
「イナガワ」と命名された小惑星です。
　この命名は、猪名川天文台運営委員の山田義
弘さんの提案によるものです。

《「《「《「《「イナガワイナガワイナガワイナガワ」」」」のののの概要概要概要概要》》》》
　イナガワは火星軌道と木星軌道の間にある小惑
星帯（小惑星の軌道が集中している領域）に属す
る小惑星です。特にこの領域は、“隕石のふるさと”
といわれています。
　◆公転周期／４．１８年（約４年で太陽を一周す　
　　る）
　◆推定直径／約５～１０ｋｍ（反射能から推測、　
　　円形か楕円形かは不明）
　◆最大光度／約１４～１５等級（衝の時期：イナ
　　ガワが地球を挟んで太陽と正反対にある頃）

緊急速報



《「《「《「《「イナガワイナガワイナガワイナガワ」」」」のののの確認確認確認確認》》》》
　今秋、うお座とくじら座のあたりをゆっくりと移動しますが、肉眼では見えません。光度が暗い
ので、最も明るく見える衝（しょう）の時期が、確認するチャンス。幸いにして2009年10月6～7日、
衝を迎えるので好都合です。このときの地心距離（地球からイナガワまでの距離）は1.5天文単
位（約2.2億km）、日心距離（太陽からイナガワまでの距離）は2.5天文単位（約3.7億km）、明るさ
は15.1等級です。等級的には、猪名川天文台の口径50cm反射望遠鏡の限界等級（理論値は
16.3等級）に近いので、条件がそろわなければ眼視観測は難しいと思われます。ただし、冷却
CCDカメラかデジタル一眼レフカメラで直焦撮影すれば存在を確認することは可能でしょう。一
度でも撮像できたら、その後の追跡観測が容易になります。

　次回の衝は約4年後、2013年9月上旬です。日心距離が今年より小さいので、14等級台まで
明るくなるはずです。条件さえよければ、50cm反射望遠鏡で眼視確認できるかも知れません。
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小惑星小惑星小惑星小惑星「「「「イナガワイナガワイナガワイナガワ」」」」のののの位置位置位置位置
　小惑星「イナガワ」は、8月から11月にかけて、うお座とくじら座をゆっくり西方向に移動してい
ます。


